
就業者数の変化指数
※1990年の値を100とした場合
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【出所】総務省統計局「労働力調査結果」（～2015年）、労働政策研究・研修機構「平成27年労働力需給の推計（ゼロ成長シナリオ＋労働市場への参加が進まないケース）」（2020年～）、
業別就業者数は「日本標準産業分類」改定を考慮しない概算数値。

○人口減少に伴い、女性の就業者数は「ゼロ成長シナリオ＋労働市場への参加が進まないケース」であっても女性の
就業者数は増加するものの、全体では大きく減少すると推計されている。




